
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の先生方へのアンケート調査によると、「共通テストの結果が良かった生徒」には

「学習時間が多い」に続いて、このような特徴が挙げられました。 

●具体的な目標点を意識して受験勉強を進めている 

●課題を把握し、効率的に学習している 

●見通しをもって学習を進めている 

●希望進路が明確で、強い志望理由がある 

「目標」や「課題」「見通し」とあるとおり、日頃の学習や受験勉強において目標と現状の

ギャップを埋めていくことが重要です。目標までのギャップを把握し、それを具体的な

科目や分野まで落とし込むことは日々の行動を変えます。ただがむしゃらに頑張れば

よいのではなく、そのような行動ができる生徒が日頃の学習や受験でも結果が出ま

す。実力養成の夏が目の前。「目標」や「課題」「見通し」を持って準備を行おう。 
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   宜野湾高等学校進路指導部【企画】 

 

 


